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スマホ携帯から
携帯でQRコードを
読み込んで下さい

新建労会館での
本部業務、
始まりました

1 働き方改革いよいよ本番
2 福山市わが町自慢「福山城」
3 建退共、労働保険は大丈夫？
建設国保関連記事の掲載：4-5面

今月の紙面

１
０
０
万
人
国
会
請
願
署
名
で

持
続
可
能
な
建
設
業
の
実
現
へ

組
合
員
は
１
人
で
は
な
い

助
け
合
い
仲
間
に
寄
り
添
う

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど

皆
さ
ん
か
ら
熱
い
質
問

期回第 会定64 大

執
行
委
員　
　

渡
邉　

朝
展

執
行
委
員　
　

山
國　
　

豊

大
会
場
に
集
結
し
た
52
県
連
・
組
合
１
３
２
９
人

谷
口
さ
ん
の
表
彰
状
を
受
け
取
る
髙
野
副
委
員
長
（
左
）

　

【
県
・
書
記
長
・
藤
岡
祐
二
】

全
建
総
連
第
64
回
定
期
大
会
を

10
月
25
日(

水)

〜
27
日(

金)

群

馬
県
高
崎
市
「
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
」

を
会
場
に
し
て
開
催
。
52
県
連
・

組
合
１
３
２
９
人
（
広
島
建
労

24
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
４
年
ぶ
り
に
人
数
制

限
を
設
け
な
い
対
面
開
催
と
全

体
会
議
、
分
科
会
を
同
じ
会
場

で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。
群

　

初
め
て
の
参
加
に
な
り
ま
す
。

約
千
人
の
参
加
者
と
い
う
こ
と

で
会
場
の
大
き
さ
、
全
建
総
連

の
組
織
の
大
き
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
中
央
執
行
委
員
長
の
あ
い

　

全
国
大
会
に
は
初
め
て
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

全
国
か
ら
集
ま
る
だ
け
あ
っ
て

馬
県
連
の
地
元
組
合
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
群
馬
県
知
事
、
高
崎

市
長
、
各
政
党
か
ら
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
中
西
中
央
執
行
委

員
長
か
ら
は
「
持
続
可
能
な
建

設
業
の
実
現
に
向
け
た
１
０
０

万
人
国
会
請
願
署
名
に
取
り
組

み
ま
す
」
な
ど
の
主
催
者
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

初
日
の
全
体
会
議
で
は
、
第

63
期
経
過
・
財
政
決
算
・
会
計

さ
つ
で
「
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

組
合
員
は
１
人
で
は
な
い
。
助

け
合
い
仲
間
に
寄
り
添
う
」
と

い
う
言
葉
に
共
感
を
得
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
現
状
は
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
た
め
、
再
度
見
直
し
要

請
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
他

県
連
の
取
り
組
み
で
広
島
建
労

に
合
う
も
の
が
あ
れ
ば
役
立
て

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
し
た
。

す
ご
い
数
の
人
で
し
た
。

　

私
は
税
対
部
の
分
科
会
に
出

席
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
多
か
っ
た

で
す
。
見
直
し
、
引
き
下
げ
な

ど
、
皆
さ
ん
熱
く
質
問
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
私
も
色
々
と
勉
強

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
次
回
も
参
加
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

監
査
各
報
告
の
承
認
、
第
64
期

運
動
方
針
案
・
一
般
会
計
予
算

案
の
提
案
、
質
疑
応
答
後
、
第

39
回
全
国
青
年
技
能
競
技
大
会

上
位
入
賞
者
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
分
科
会
に
分

か
れ
議
案
を
討
議
し
、
３
日
目

は
、
各
分
科
会
報
告
を
受
け
、

第
64
期
運
動
方
針
案
・
一
般
会

計
予
算
案
の
討
議
・
採
択
、
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
役
員
選
出
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
建
労
か
ら
、
谷
口
秀
樹

さ
ん
が
大
会
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
全
建
総
連
第
64
期
役
員
に

は
、
原
執
行
委
員
長
が
財
政
部

長
に
、
橋
本
副
執
行
委
員
長
が

副
中
央
執
行
委
員
長
に
、
藤
岡

書
記
長
が
中
央
執
行
委
員
に
な

り
ま
し
た
。

　

大
会
宣
言
で
は
「
組
織
の
力

を
結
集
し
、
１
０
０
万
人
請
願

署
名
を
成
功
さ
せ
、
持
続
可
能

な
建
設
業
を
実
現
さ
せ
る
決
意

を
、
こ
こ
に
宣
言
す
る
」
と
採

択
さ
れ
、
第
64
回
定
期
大
会
を

終
え
ま
し
た
。

高崎市「Ｇメッセ群馬」

働き方改革推進支援センター 
総合相談窓口お問い合わせフォーム▶

電話でのご相談（フリーダイヤル）（受付時間：平日9:00～17:00）

0120-936-778

問題解決までの計画

②改善プランに沿った取り組み

③専門家が状況をご確認し…

④お悩み解決！

▲状況に応じてアドバイス

①改善プランのご提案
労働時間の把握方法や、把握した
業務内容に見直すべき点があるか
洗い出してみませんか？

スマホのアプリを活用して労働時
間を把握しつつ、業務の棚卸を行
い効率化にチャレンジ。

取組は順調ですね！社員の方がど
のような働き方を希望しているか
聞いてみませんか？

36協定を新たに締結、届出し、就
業規則も改定。上限規制にしっか
り対応できそうです！

▼

▼

▼

●これまで、建設業については、36協定で定める時間外労働の
上限規制は適用猶予とされていましたが、2024（令和6）年4
月1日以降は、時間外労働の上限は原則として月45時間・年
360時間となり、臨時的な特別の事情がなければこれを超え
ることができなくなります。また、臨時的な特別の事情があ
って労使が合意する場合（特別条項）でも、以下の上限を超え
る時間外労働・休日労働はできなくなります。
・時間外労働が年720時間以内
・時間外労働と休日労働の合計が月100時間未満
・時間外労働と休日労働の合計について、「2か月平均」「3か
月平均」「4か月平均」「5か月平均」「6か月平均」が全て1か
月当たり80時間以内
・時間外労働が月45時間を超えることができるのは、年6か
月まで
●上記に違反した場合には、罰則（6か月以下の
懲役または30万円以下の罰金）が科されるお
それがあります。

POINT

詳しい内容はこちらから【適用猶予業種特設サイト】▶

「働き方改革」いよいよ本番

ご相談内容に応じて、都道府県に所在する
専門家が訪問します

2024（令和6）年4月1日から、建設業にも
時間外労働の上限規制が適用されます。

例
え
ば…

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に

　
　
　
　対
応
で
き
る
か
不
安…

人手が集まらない… 労働者が定着してくれない…

短期間の発注に対応するため、
労働時間を削減したくてもできない

労働時間を削減するためにはどうすればいいか、
業界事情に詳しい専門家に相談したい

社会保険労務士等の専門家が
課題解決のお手伝い

10月 25〜27日
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　産業廃棄物排出事業者及び処理業者の皆さ
んが法の内容を正しく理解し、産業廃棄物の
適正処理に推進していただくため、広島県内
の排出事業者を対象に講習会（動画配信）が
開催されます。
　産業廃棄物の排出や契約に携わる方は、右
下のQRコードを読み取ってご視聴ください。
　動画の配信は2024年2月29日（木）まで。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

携帯でこちらのQRコードを読み込んでください▲︎

携帯でこちらのQRコードを読み込んでください▲︎

初
の
お
子
さ
ん
参
加
型
行
事

果
物
狩
り
や
マ
シ
ュ
マ
ロ
焼
き

花
で
い
っ
ぱ
い
の
パ
ー
ク
内
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
前
で

壁
一
面
が
鉄
板
張
り
の
福
山
城
天
守
北
面

　

【
県
・
主
婦
の
会
会
長
・
竹

村
富
士
子
】
10
月
６
日(

金)

、

花
と
鳥
の
楽
園
「
松
江
フ
ォ
ー

ゲ
ル
パ
ー
ク
」
に
主
婦
の
会
63

人
（
原
委
員
長
、
藤
岡
書
記
長

含
む
）
が
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ト
イ
レ
休
憩
を
し
な
が
ら
３

時
間
あ
ま
り
の
道
の
り
。
長
い

コ
ロ
ナ
禍
の
間
、
皆
さ
ん
な
か

な
か
会
う
こ
と
や
会
話
を
楽
し

む
こ
と
が
難
し
か
っ
た
こ
と
か

ら
終
始
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま

し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
は
、
第
12
地
連

(広島県のHPで動画配信)

家族など44人が
参加し楽しむ

平田観光農園で
ちょうど狩り

主婦の会63人で楽しいひと時

　【第1地連福山・教宣専門委員・髙橋潔士】福山の名所とい
えば、やはり福山城です。1622年初代藩主水野勝成によって築
城。1945年、福山空襲により焼失しましたが、1966年に再建。
2022年には築城400年を記念して大規模改修を行い「唯一無
二」の鉄板張りが復元され、空襲で焼失するまでの福山城の北面
が再現されています。
　約2千枚の亜鉛メッキ鋼板「ガルバリウム鋼板」を使用して特
殊な塗装で往時の質感を再現。他の外壁も塗り直しや耐震補強を
終え、天守内の博物館も全面リニューアルされています。福山城
や福山藩の歴史も学べ、天守最上階から福山の眺望も楽しめます。
　また近くには、ふくやま美術館、歴史博物館（ふくやま草戸千
軒ミュージアム）などもあり、見学すると良いです。福山に来ら
れたらぜひ一度立ち寄ってみて下さい。
　2022年福山城改修の
詳細は、福山市HPに掲載
の「広報ふくやま2022
年1月号特集」をご覧く
ださい。

手の届かないシャインマスカットもパパがお手伝い

福山市わ
青交

自が 年流
会

慢町
部

　

【
県
・
青
年
部
長
・
西
濵
恭

兵
】
10
月
29
日(

日)

に
青
年
部

交
流
会
で
「
平
田
観
光
農
園
」

に
行
き
、
「
ち
ょ
う
ど
狩
り
」

と
い
う
フ
ル
ー
ツ
の
種
類
や
大

き
さ
に
よ
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
を
交

換
す
る
チ
ケ
ッ
ト
交
換
制
の
く

だ
も
の
狩
り
を
し
ま
し
た
。

　

県
・
原
委
員
長
、
県
・
齋
藤

組
織
部
長
、
青
年
部
の
ご
家
族

ら
総
勢
44
人
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
青
年
部
の
お
子

さ
ん
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
行

事
と
し
て
は
、
今
回
が
初
め
て

の
試
み
で
し
た
。

　

今
の
時
期
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
、
な
し
、
い
ち
じ
く
、

り
ん
ご
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
子
さ
ん
を
抱
え
な
が

ら
一
緒
に
果
物
を
狩
ら
れ
、
く

だ
も
の
狩
り
を
楽
し
ん
だ
後
は
、

お
土
産
を
買
っ
た
り
、
焚
火
で

焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
し
て
い
た

ら
、
あ
っ
と
い
う
間
に
解
散
の

時
間
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

楽
し
い
行
事
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
35
歳
ま
で

の
青
年
部
世
代
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
緒
に
楽
し
く
青
年
部
を
盛
り

上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

の
廣
田
会
長
に
、
フ
レ
イ
ル
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
フ
レ
イ
ル
と
は
「
単

な
る
身
体
の
衰
え
で
は
な
く
、

気
付
か
な
い
う
ち
に
忍
び
寄
っ

て
く
る
も
の
」
と
説
明
さ
れ
、

「
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て
元
気

な
う
ち
か
ら
自
分
に
合
っ
た
対

策
を
は
じ
め
、
健
康
長
寿
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

　

松
江
フ
ォ
ー
ゲ
ル
パ
ー
ク
に

到
着
。
目
の
前
に
広
が
る
鮮
や

か
な
色
の
花
、
花
、
花
。
バ
ー

ド
シ
ョ
ー
と
ペ
ン
ギ
ン
の
散
歩
、

お
花
で
で
き
た
「
幸
せ
の
椅
子
」

「
幸
せ
の
ハ
ー
ト
」
な
ど
、
短

い
時
間
で
し
た
が
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
の
中
で
も
皆
さ

ん
疲
れ
も
な
く
、
楽
し
く
お
し
ゃ

べ
り
を
さ
れ
て
い
て
、
お
土
産

の
高
野
り
ん
ご
に
皆
さ
ん
大
変

喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
回
も
元
気
な
皆
様
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
、
一
人
で
も
多

く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け

る
こ
と
を
願
い
つ
つ
の
旅
で
し

た
。
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

花と鳥花と鳥
の楽園の楽園 松江フォーゲルパーク

産業廃棄物適正処理
講習会のご案内
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・広島労働局総務部労働保険徴収課
(https://jsite.mhlw.go.jp/hiroshima-roudoukyoku/)
　〒730‒8538　広島市中区上八丁堀6‒30　TEL(082)221‒9246
・各労働基準監督署 ・各ハローワーク(公共職業安定所)
・広島県社会保険労務士会　・(一社)全国労働保険事務組合連合会広島支部
・各労働保険事務組合　へお気軽にご相談ください。

お
問
い
合
わ
せ
先

労働保険に入る
があります

労働者を雇ったら、ひとり
でも

義務

　

労
働
災
害
の
治
療
に
は
病
院

で
健
康
保
険
証
が
使
え
ま
せ
ん
。

労
災
保
険
未
加
入
の
場
合
、
保

険
料
を
遡
っ
て
徴
収
す
る
ほ
か
、

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用

の
40
％
〜
１
０
０
％
が
事
業
主

負
担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

○
正
社
員
は
も
と
よ
り
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
臨
時
を
含

め
て
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
事
業
主
は
、
労
働
保

険
（
労
災
・
雇
用
）
に
加
入
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
（
た
だ
し
、

雇
用
保
険
は
週
所
定
労
働
時
間

20
時
間
以
上
か
つ
31
日
以
上
の

雇
用
見
込
み
が
あ
る
場
合
に
原

則
と
し
て
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
）
。

　

労
働
保
険
は
、
労
働
者
が
業

務
中
ま
た
は
通
勤
時
の
事
故
に

よ
る
災
害
補
償
と
失
業
し
た
時

の
再
就
職
活
動
中
の
生
活
保
障

等
を
す
る
も
の
で
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
に
は
必
ず
加

入
い
た
だ
く
よ
う
国
が
法
律
で

義
務
付
け
て
お
り
、
労
働
保
険

に
加
入
せ
ず
、
働
か
せ
る
こ
と

は
違
法
で
す
。

　

労
働
者
本
人
が
同
意
し
な
い

か
ら
…　

保
険
料
が
払
え
な
い

か
ら
…　

民
間
の
保
険
に
加
入

し
て
い
る
か
ら
…　

は
理
由
に

な
り
ま
せ
ん
。
加
入
し
て
い
な

い
場
合
に
、
負
傷
し
た
本
人
が
、

病
院
ま
た
は
監
督
署
へ
訴
え
出

て
労
災
と
な
る
ケ
ー
ス
も
多
々

あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
、

事
業
主
の
多
大
な
費
用
負
担
と

な
り
ま
す
。
労
災
事
故
が
起
こ

事
業
主
の
皆
様
へ

る
前
に
、
速
や
か
に
加
入
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
島
建
労
の
労
働
保
険
事
務

組
合
で
も
労
働
保
険
（
労
災
・

雇
用
）
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

建設業で働く現場労働者のために国が作った退職金制度

運用利回りは
実質年率

1.3％

運
用
利
益

が
つ
い
て
く
る
か
ら

長
く
か
け
れ
ば
お
得

建退共

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

月々6,720円の掛金（1日320円×21日分）
※掛金は組合費と一緒に納入します。

労働者は事業所で、一人親方は広島建労の組合員なら自分で積み立てることが可能。

加入・請求などの事務手続きや、証紙の購入・貼り付けも、すべて組合が行います。

建設産業全体に適用されているから、事業所が変わっても継続できます。

掛け始めに、国から50日分の補助あり。※現在は証紙1日320円×50日分＝16,000円分

250日分(約1年)以上積み立てたら、建設業をやめる時に一括受け取り。
※ただし500日分(約2年)未満の場合は、元本割れします　（死亡による遺族請求の場合は元本割れしません）

制
度
の
特
徴

共
済
手
帳

（
１
冊
目
）

（青色）

共
済
手
帳

（
２
冊
目
以
降
）

（ピンク色）

共済手帳に証紙を貼り付けることで、掛け金を積み立てます。

1日券

共
済
証
紙

10日券

こんな時は組合へご連絡、
お手続きをお願いします

見
本

見
本

・
代
表
者
に
な
っ
た
、
事
業
所
の
役
員
に
な
っ
た
、

従
業
員
に
な
っ
た

・
一
人
で
仕
事
を
し
て
い
る
が
、
法
人
化
し
た

・
個
人
事
業
を
法
人
化
し
た
、
法
人
を
解
散
し
た

・
事
業
所
名
、
個
人
名
、
所
在
地
な
ど
が
変
わ
っ
た

・
収
入
に
役
員
報
酬
が
含
ま
れ
て
い
る

・
新
た
に
従
業
員
を
雇
用
し
た
、
従
業
員
が
退
職
し
た

・
事
業
所
か
ら
独
立
し
て
一
人
親
方
に
な
っ
た

・
現
場
に
出
な
く
な
っ
た(

経
理
や
営
業
職
に
な
っ
た)

・
掛
け
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た

・
建
退
共
と
は
違
う
退
職
金
制
度
に
加
入
し
た

（
中
退
共
、
小
規
模
企
業
共
済
な
ど
）

※これらに該当する場合は、ご所属の
窓口で手続きが必要です。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

注
意
：
令
和
3
年
10
月
の
制
度
改
定
で
、
運
用
利
回
り
は
3.0
％
か
ら

1.3
％
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
が
、
令
和
3
年
9
月
ま
で
に
貼
付
し
た

分
は
3.0
％
の
ま
ま
で
退
職
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼納めた額と受け取る額の比較（最初から1日320円で掛けた場合）

年 実質掛けた月数 実質掛けた日数 実質掛けた金額 退職金額

1年 10月 210日 67,200円 24,192円

2年 22月 462日 147,840円 161,280円

5年 58月 1,218日 389,760円 414,087円

10年 118月 2,478日 792,960円 893,559円

20年 238月 4,998日 1,599,360円 1,933,479円

30年 358月 7,518日 2,405,760円 3,038,919円

40年 478月 10,038日 3,212,160円 4,268,007円

　組合で掛金を納めている方は、年におよそ1回、建退共で掛金
納付の記録をとっています（これを「手帳更新」といいます）。
手帳更新の度に被共済者へ「手帳の副本」が発行されています。
この副本には納付された掛金日数が記載されており、それを元
にインターネットで現在の退職金額を試算することができます
ので、お手元に届きましたら大切に保管してください。
　また、組合で登録している
住所が違いますとお届けでき
ませんので、転居等で住所地
が変わりましたら速やかに最
寄りの窓口で手続きをお願い
します。

済
ら

回
お

お 年
本

帳
副

共
届

知 1
を

手
の けせ

労働保険
労災保険 ＋ 雇用保険

2023年（令和5年）12 月 10 日 発行第 791 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（3）
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１．対象となる検診及び補助
　　補助の対象となる検診の種類は次のとおりです。
　（1）人間ドック
　（2）脳ドック
　（3）PET-CTがんドック検診（受診予定人数30名まで）
　（4）人間ドック又は脳ドックと併せて受ける契約外検査（オプション検査）
＊宿泊の場合も、日帰り検診と同じ金額の8割を補助金額の上限とします。
＊PET-CTがんドック検診は建設国保組合が一律40,200円を補助しますが、差額
については受診
　　者が契約医療機関の窓口にて支払います。
　＊契約外検査（オプション検査）を受診された場合、契約外検査総費用額の5,000
円までを上限
　　として補助します。超えた場合の料金は受診者の自己負担になります。
　＊PET-CTがんドック検診では、契約外検査は該当いたしませんので、
　　契約外検査を受診された場合は、全額自己負担になります。
　＊人間ドック・脳ドック検診またはPET検診は
　　『健康づくりビンゴ表』の左上マスに該当します。
２．補助対象医療機関について
　　広島県建設国民健康保険組合と委託契約を締結した医療機関（5月号掲載の令
和5年度契約医療機関一覧表）の中よりお申し込みください。
※令和5年4月から検診料金等が変更しておりますので、受診される医療機関か一
覧表にてご確認ください。

３．申し込み方法について
　　補助対象医療機関へ予約後、人間・脳ドックの場合は必ず「契約検診機関補助
申込書兼受診票」、PET-CTがんドック検診の場合は必ず「PET-CT検診補助申込書
兼受診票」を所属されている地域連合の窓口に連絡して、お申し込みください。
　（注）受診される当日は必ず受診票を持参してください。
　（注）予約された後、地域連合の窓口には早めに申請をしてください。
　（注）受診票に記入する項目は全て記入をしてください。
　（注）対象医療機関以外での受診は補助対象になりません。また、償還払いも補
助対象にはなりません。

４．対象者
　　受診票の交付を受けることができるのは交付及び申請時において、次の各号の
すべての要件に該当する被保険者とする。
　（1）検診日現在被保険者である組合員とその配偶者
　（2）入院または妊娠していない者
　（3）年度内（4月から翌年3月まで）に検診補助を受けていない者
　（4）国民健康保険料を滞納していない者
　（5）事前に当国保組合へ申込書が受理された者
受診票の交付を受けた被保険者が、受診の中止または検診日を変更するときは、直ちに
その旨を検診機関に連絡のうえ、変更をうけてください。
※必ず建設国保組合にも申請変更の連絡をお願いします。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員

〜受診から補助までの流れ〜

①「契約検診機関一覧表」で契約検診機関を確認のうえ、2週間
以上の余裕をもって予約する

②受診者は所属の地域連合で、補助申込をする「契約検診機関
補助申込書兼受診票・PET-CT検診補助申込書兼受診票」記入

③国保組合へ「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET-CT検
診補助申込書兼受診票」を送付

④国保受付印を押印した補助申込書兼受診票を地域連合へ返送

⑤受診者は、必ず「契約検診機関補助申込書兼受診票・PET-CT
検診補助申込書兼受診票」を提示のうえ受診する

⑥受診後、（人間・脳ドックの場合）契約検診料金の2割相当額
と、オプション検査を受けられた方は料金の5,000円を超えた
額、（PET-CT検診の場合）当国保組合が負担する40,200円の
差額分を窓口にて支払う。
人間・脳ドック受診でのオプション検査については、
5,000円までは当国保組合が助成します。5,000円を超え
た金額は自己負担となりますので、当日窓口でお支払いく
ださい。
※PET-CT検診の場合オプション検査は該当しません。

⑦後日、建設国保組合が残りの検診費用相当額と、オプション
検査を受診された方の費用のうち5,000円までを上限とし、医
療機関へ支払う

＊広島県建設国民健康保険組合補助申込書兼受診票は、受診者が
当組合の被保険者でありドックの補助対象者であることを証明
するものです。受診票を提示されないと医療機関で補助対象者で
あるか確認が出来ません。当日は必ず受診票を提示してくださ
い。
　　また事前に申込のないものは補助できませんので、ご注意くだ
さい。

人間ドック・脳ドック・PET－CTがんドック
検診補助申請について

建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

Ｑ1： 3万円未満の自動販売機や自動サービス機
による商品の販売等は、適格請求書の交付義務
が免除されているそうですが、それらを購入し
た場合、仕入税額控除はできないのですか？
Ａ1：適格請求書の交付義務が免除される自動販
売機特例の対象となる自動販売機や自動サービ
ス機とは、代金の受領と資産の譲渡等が自動で
行われる機械装置であって、その機械装置のみ
で、代金の受領と資産の譲渡等が完結するもの

税金Ｑ＆Ａコーナー
税金対策部 をいいます。

　例えば、自動販売機による飲
食料品の販売のほか、コイン
ロッカーやコインランドリー等
によるサービス、金融機関の
ATMによる手数料を対価とする
入出金サービスや振込サービス
のようなものが該当します。

　なお、小売店内に設置されたセルフレジを通
じた販売のように機械装置により単に精算が行
われているだけのもの、コインパーキングや自
動券売機のように代金の受領と券類の発行はそ
の機械装置で行われるものの資産の譲渡等は別
途行われるようなもの及びネットバンキングの
ように機械装置で資産の譲渡等が行われないも
のは、自動販売機や自動サービス機による商品

インボイス制度
「自動販売機特例」

No. 追加で記載が必要となる内容

1
特例対象である旨
➡「3万円未満の自動販売機特例」
などと記載

2
「仕入れの相手方の住所又は所在地
➡「広島市の自動販売機」
「広島銀行○○支店ATM」などと記載

の販売等に含まれません。
つまり、この自動販売機特
例には適用されません。
　自動販売機特例を適用す
る場合には、インボイス制
度における帳簿の記載事項
に加え、下表の内容を追加
で記載する必要があります。

一
般
社
団
法
人
  広島県建築センター協

会

加
盟
会
員
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●肺がん（アスベスト）検診は、各地域連合の実施計画に基づいて行われます。検診
など手続きの詳細については所属の地域連合へお問い合わせください。
●放射線被曝は極微量となっており問題はない量ですので、喫煙者・
要再検査の方は毎年の受診をお勧めしています。
しかし肺・心疾患の疑いがある場合等は十分考慮のうえ、
受診をご検討ください。

※肺がん（アスベスト）検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の
左下マスに該当します。

51015202530354045建設国保からのお知らせ 広島県建設国民健康保険組合

注 意 　行政（各市町）が検診車を公民館等に派遣して行う集団健診のうち
で、特定健康診査については、建設国保に加入している

みなさんは、受診することができません。
　この特定健康診査については、建設国保が独自に行います。し
たがいまして、建設国保に加入しているみなさんは、所属の各地
域連合で手続きを行っていただき、建設国保が契約している検診
業者で受診していただくようになりますので、注意してください。

・問診・身体測定・血圧測定・尿検査・前立腺がん検査・大腸がん検査・血液
検査（肝機能、脂質、血糖、貧血等）・子宮頸がん検査・血清クレアチニン検査

・アルパーク検診クリニック・広島県環境保健協会・広島赤十字•原爆病院・医療
法人JR広島病院・東広島記念病院

40歳以上の
被保険者全員

(令和5年4月1日時点)

特定健診、特定保健指導とも
建設国保が負担するため

無料!

今年度も
特定健診受診率70％
保健指導受診率30％
を目指しています。

　 特定健診とはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）をはじめとする生
活習慣病の予防や改善に着目した健診です。特定健診の結果により、将来の生活
習慣病を防ぐ事が必要な方には、特定保健指導を受けて頂く必要があります。特
定保健指導は特定健診会場で当日に、実施しております。また、人間ドック検診
においても下記の5検診機関での人間ドック検診後の当日特定保健指導を実施し
ておりますので、受けて頂くようよろしくお願いします。

特定健診・特定保健指導

対象者 目　標自己負担

基本的な健診項目

特定保健指導機関

区　分 月額(1月～12月) 年 　額

医
療
給
付
費
分

（第1種組合員）一人親方・事業主 17,600円 211,200円
職
人
・
従
業
員

（第2種組合員）35歳以上 14,400円 172,800円
（第3種組合員）25～35歳未満  11,600円 139,200円
（第4種組合員）20～25歳未満  08,000円 96,000円
（第5種組合員）20歳未満  06,100円 73,200円

家族
（5人まで
賦課）

家族一人当たり  02,400円 28,800円
未就学児 1,400円 16,800円
1歳未満 0円 0円

組合員 2,600円 31,200円
家族

（5人まで
賦課）

家族一人当たり 2,600円 31,200円
１歳未満 0円 0円

介護納付金分
(40～65歳未満
の方全員が該当)

組合員 3,500円
42,000円

家族一人当たり 3,500円

◎保険料は、医療給付費分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の3つの区分に分かれています。
組合員さんが、建設国保に納めてもらった保険料は、それぞれを合算した額です。

　令和5年1月～令和5年12月までの1年間に納付された建設国保の国民健康保険
料は表のとおりです。
　年の途中で加入または脱退された組合員さんは、月額に月数をかけて算出した
金額が建設国保に納付された保険料になります。扶養家族の人数に
変更があった場合も同様になります。
　納付額を算出する際には、お間違えのないよう注意してくださ
い。なお、国民健康保険料の納付額証明書については確定申告の
際、原則提出不要となっておりますが、必要な組合員さんには証明
書を発行しますので、所属の地域連合へ申し出てください。

令和5年1月〜令和5年12月まで【保険料の年間納付額について】

後
期
高
齢
者

支
援
金
分

＜国保組合節目がん検診＞
【対象検診】各地域連合の実施計画に基づく、特定健康診査会場で同時に行われる

  節目がん検診
【対象者】令和5年4月1日時点で資格を有する被保険者で下記の満年齢の者

  組合員　満20歳、25歳、30歳、35歳　　家族　満30歳、35歳
【検査内容】男女とも便採取による大腸がん検査

  採血検査　貧血、血清クレアチニン（腎機能）、肝機能、血糖値、
  血中脂質（コレステロ－ル値）

女性のみ採血による子宮がん検査（CA‒125）
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回

◇男性…検診料金　5,100円 全額を補助
◇女性…検診料金　7,200円 全額を補助

※国保組合節目がん検診は、『健康づくりビンゴ表』の左上マスに
該当します。

建設国保が実施している各種検診等の補助

国民健康保険料納付額　令和5年1月〜令和5年12月

＜がん検診補助＞
【対象検診】地方自治体（市・町）が実施しているがん検診
【対象者】組合員および配偶者
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回　本人負担額全額
★補助を受けるには
①検診料を支払ったときに必ず領収書をもらう。
②領収書（原本）を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。

※がん検診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

＜歯科健診補助＞
【対象健診】指定歯科医院（健診協力医）で受診した歯科健診
【対象者】被保険者全員
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回　健診料3,300円（税込）　全額を補助
★補助を受けるには
①指定歯科医院を確認。健診日を予約して、所属の地域連合で健診票を交付してもらう。
②受診日当日、忘れずに健診票を持参していく。
健診料の支払いは不要。

※歯科健診受診は、『健康づくりビンゴ表』の左下マスに該当します。

＜産後就労助成金＞
【対象者】出産された女性組合員
【補助額】出産月を含めた、前３カ月の保険料相当額
★補助を受けるには
出産手当金請求と同時に所属地域連合で助成申請手続きをする。

＜肺がん（アスベスト）検診補助＞
【対象検診】各地域連合の実施計画に基づき、検診車を派遣して行う肺がん検診
【対象者】組合員および配偶者
【補助額】
◇広島県環境保健協会…検診料金13,750円（税込）のうち、11,750円を補助

自己負担額2,000円が必要です。
◇中国労働衛生協会…検診料金5,500円（税込）のうち、3,500円を補助

自己負担額2,000円が必要です。

＜インフルエンザ予防接種補助＞
【対象者】対象者年齢
・接種日時点で1歳以上から中学入学前の被保険者
・接種日時点で65歳以上75歳未満の被保険者

【補助額】接種費用に関わらず、1,500円を限度として補助
【補助対象数】人数に制限があり、該当対象者2,000人まで補助
【接種期間】10月1日～翌年2月末日までの1回
★補助を受けるには
①接種費用を支払ったとき、必ず領収書をもらう。
②領収書（コピー）と認印を持って所属の地域連合で補助申請の手続きをする。

※インフルエンザ予防接種は、『健康づくりビンゴ表』の左中マスに該当します。

＜契約保養所利用補助＞
【対象宿泊】日本交通公社（JTB）または日本旅行のどちらかと契約を結んでいる宿泊

  施設での宿泊
【対象者】被保険者全員（0歳児は対象外）
【補助額】年（4月～翌年3月まで）1回　組合員 2,000円、家族1人につき 2,000円
★補助対象となっている宿泊施設や手続き方法など、
詳細は所属の地域連合へお問い合わせください。

※契約保養所利用者は、『健康づくりビンゴ表』の下中マスに
該当します。

2023年（令和5年）12 月 10 日 発行第 791 号 昭和41年７月11日第三種郵便物認可第3433号（5）
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第11地連第11地連
三 次三 次

17
日　

丸
の
こ
等
取
扱
い
作
業
従
事
者
特
別
教
育(

広
島)

　

第
７
地
連
特
定
健
診

第
８
地
連
門
松
作
り
・
餅
つ
き

21
日　

第
３
１
０
回
執
行
委
員
会

24
日　

第
６
地
連
門
松
制
作
・
大
掃
除
・
ミ
ニ
門
松
講
習
会

12
／
29
〜
1
／
4　

年
末
・
年
始
休
み

　
　

７
〜
８
日　

石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習
（
広
島
）

18
日　

７
地
連
特
定
健
診

内　容 件数
転 墜 落 ５
工 具 ・ 機 械 ４
転 倒 ２
職 業 病 １
切 れ ・ こ す れ １
打 撲 ・ 捻 挫 １
踏 み 抜 き １
飛 来 ・ 落 下 １

計 16

地連名 件数
第 １ 地 連 福 山 １ （３）
第 ２ 地 連 芦 品 （１）
第 ４ 地 連 広 島 中 央 （３）
第 ６ 地 連 江 田 島 1
第 ７ 地 連 広 島 2 （１）
第 ８ 地 連 広 島 西 １
第 ９ 地 連 広 島 北 １
第10地 連 高 陽 １
第12地 連 庄 原 １

計 ８ （８）
（　） 内は一人親方

労災事故発生原因

「カンガルーマーク」
クイズ

11月1日の
組織人員
11,901人

紙
面
に
複
数
個
の
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
」
の
総
数(

写
真
内
の
も
の
は
含
ま
な
い)

を
お
答
え

く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ(

Ｆ
Ａ
Ｘ
可)

に
、
「
カ
ン
ガ
ル
ー
マ
ー
ク
の
総
数
・
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
所
属
地
連
名
・
『
広
建
新
報
』
に

つ
い
て
ひ
と
こ
と
感
想
」
を
明
記
し
て
、
広
島
建
労
・
県
本
部
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
応
募
可
能
〈
「
組
合
員
専
用
」
ペ
ー
ジ
〉
で
す
。

抽
選
の
上
、
10
人
の
方
へ
ク
オ
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
応
募
締

め
切
り
は
今
月
末(
消
印
有
効)

ま
で
で
す(

正
解
：
11
月
号
は
７
個)

。

労働災害地連別件数一覧表
令和5年10月分

労災保険に入りましょう

ゴルフコンペに参加の皆さん

高
田
事
務
所
掃
除
の
皆
さ
ん

個
性
あ
る
作
品
で
き
ま
し
た

健診会場で聞き取り調査

成績優秀者らへ 賞品を

かんなをかけてマイ箸作り

青
年
部
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

親
睦
を
深
め
る
交
流
の
場

現
場
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

賃
上
げ
活
動
に
活
か
し
た
い

第
21
回
ふ
れ
あ
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

６
年
生
23
人
を
指
導
し

多
目
的
ボ
ッ
ク
ス
製
作

規
制
緩
和
で
多
く
の
来
訪
者

マ
イ
箸
、
鍋
敷
き
な
ど
作
製

感謝を込めて会館掃除
主婦コミュニケーション

　

【
主
婦
の
会
・
佐
々

木
順
子
】
第
11
地
連
三

次
主
婦
の
会
で
は
、
10

月
21
日(

土)

に
三
次
事

務
所
と
安
芸
高
田
事
務

所
の
会
館
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
行
事
は

主
婦
の
会
恒
例
行
事
で
、

色
々
な
行
事
に
使
わ
せ

て
も
ら
っ
て
い
る
会
館

を
日
ご
ろ
の
感
謝
を
込

め
て
掃
除
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
、
主
婦
の

会
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

三
次
は
３
人
（
う
ち
、

小
学
生
１
人
）
安
芸
高

田
は
５
人
の
参
加
で
し

た
。

　

手
を
動
か
し
な
が
ら
、

先
日
行
わ
れ
た
県
内
交

　

【
西
地
区
長
・
勝
田
吉
導
】

９
月
26
日(

火)

９
時
35
分
よ
り

広
島
市
立
山
田
小
学
校
で
木
工

教
室
「
多
目
的
ボ
ッ
ク
ス
製
作
」

を
開
催
。
建
労
組
合
員
10
人
が

指
導
員
と
な
り
、
６
年
生
児
童

23
人
に
１
枚
の
杉
板
か
ら
の
作

成
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

図
面
通
り
の
寸
法
を
差
し
金

で
け
が
き
、
鋸
で
切
断
し
、
金

槌
で
釘
を
打
っ
て
組
み
立
て
、

サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
で
仕
上
げ
を

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

　

我
々
指
導
員
は
８
時
45
分
に

集
合
し
、
材
料
の
搬
入
と
工
具

第１地 連第１地 連
福 山福 山

第１地 連第１地 連
福 山福 山

第１地 連第１地 連
福 山福 山

第７地連第７地連
広 島広 島

第７地連第７地連
広 島広 島

令和４年度・佳作

今
日
も一日

　
　
　
安
全
作
業

無
事
故
で

　
　
明
日
に
繋
げ
よ
う

労働安全標語

第8地連広島西
松前　和子さん

　

【
青
年
部
長
・
深
田
一
見
】

コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
第
１
地

連
福
山
青
年
部
で
は
、
10
月
１

　

【
賃
対
専
門
委
員
・
山
田
孝
】

10
月
６
日(

金)

に
第
１
地
連
福

山
会
館
で
特
定
健
診
が
行
わ
れ
、

来
ら
れ
て
い
た
組
合
員
の
方
に

現
場
聞
き
取
り
調
査
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
。
大
工
16
人
、
左
官

９
人
、
各
職
26
人
、
計
51
人
の

　

【
地
連
・
教
宣
部
員
・
野
田

芳
史
】
第
１
地
連
福
山
で
は
、

10
月
22
日(

日)

に
福
山
市
加
茂

町
北
山
の
福
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
作
業
台
に
準
備
し
、
児
童
が

集
合
す
る
と
指
導
員
の
自
己
紹

介
・
木
工
教
室
の
内
容
・
注
意

事
項
を
説
明
し
て
か
ら
作
業
を

始
め
ま
し
た
。

　

児
童
は
差
し
金
の
使
い
方
、

槌
で
垂
直
に
切
れ
な
い
こ
と
、

釘
の
打
ち
方
等
、
苦
労
し
ま
し

た
が
ケ
ガ
も
な
く
、
全
員
最
後

ま
で
や
り
切
り
、
一
人
一
人
個

性
が
あ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

物
づ
く
り
の
楽
し
さ
、
大
工

さ
ん
や
職
人
さ
ん
の
大
切
さ
に

少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
あ
く
ま
で
予
定
で
す(

後
日
変
更
あ
り)

。
詳
細
は
県
本

部
ま
た
は
所
属
の
地
連
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
12
〜
１
月
の
行
事
予
定
▲

日(

日)

に
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
今

年
も
神
石
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
22

ゴ
ル
フ
場
で
、
組
織
部
主
催
の

第
21
回
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
。
さ
わ
や

か
な
秋
晴
れ
の
中
、
青
年
部
と

　

【
南
地
区
長
・
下
野

征
弥
】
10
月
15
日(

日)

10
時
〜
15
時
に
南
区
翠

町
第
２
公
園
で
「
木
で

遊
ぼ
」
を
テ
ー
マ
に
木

工
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

南
地
区
組
合
員
９
人
、

主
婦
の
会
１
人
、
西
地

区
よ
り
山
國
組
合
員
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

12月1月

入
校
の

申
込
期
間

令和5年10月2日〜
翌年3月8日まで

入校生を募集(65期)

パンフレットはこちらの訓練校HPより▲

※定員は先着10人

電話：082-292-7798
FAX：082-294-0248

入校申し込み、訓練時間、入校金、
授業料などのお問い合わせ先

一般社団法人 広島建築共同職業訓練協会・広島県建築高等職業訓練校
匠の技を身につけよう
資格取得(建築士・技能士)を目指そう

〒733-0013　広島市西区横川新町8-12

方
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

第
１
地
連
福
山
で
は
、

他
地
連
で
は
あ
ま
り
実

施
さ
れ
て
い
な
い
現
場

聞
き
取
り
調
査
を
し
、

現
在
の
希
望
賃
金
を
聞

き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
、
今
後

の
賃
上
げ
活
動
に
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い

コ
ロ
ナ
の
規
制
緩
和
や
、
天

候
に
恵
ま
れ
た
た
め
、
家
族
連

れ
や
子
供
達
等
、
昨
年
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
の

方
が
来
ら
れ
、
マ
イ
箸
11
膳
、

鍋
敷
き
10
枚
、
綿
菓
子
37
本
、

砂
絵
31
枚
を
作
り
ま
し
た
。

マ
イ
箸
作
り
と
鍋
敷
き
作
り

で
は
、
実
際
に
木
に
触
れ
て
加

工
す
る
等
、
「
木
で
遊
ぼ
」
の

テ
ー
マ
を
実
践
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
自
分
で

図
案
を
考
え
て
作
っ
た
鍋
敷
き

を
手
に
し
て
と
て
も
満
足
そ
う

に
し
て
い
る
子
供
を
見
て
い
る

と
、
来
年
も
ま
た
開
催
で
き
れ

ば
な
と
思
い
ま
し
た
。

ケ
ガ
無
く
終
え
る
こ
と
も
で

き
、
組
合
員
同
士
の
親
睦
も
深

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

流
会
の
お
話
や
、
次
回

の
第
11
地
連
主
婦
の
会

の
行
事
の
話
、
近
況
報

告
な
ど
で
会
話
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

清
掃
後
は
、
ス
マ
ホ

を
使
っ
て
三
次
事
務
所

と
高
田
事
務
所
を
繋
ぎ
、

掃
除
の
報
告
を
し
て
次

回
の
行
事
に
向
け
て
話

を
し
ま
し
た
。

　

会
館
の
窓
を
開
け
て

空
気
を
入
れ
替
え
て
、

心
も
す
っ
き
り
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

主
婦
の
会
に
協
力
を
い
た
だ
き

77
人
が
競
技
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

広
々
と
し
た
芝
生
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
午
前
中
に
16
ホ
ー
ル

を
回
り
、
団
体
戦
、
個
人
戦
が

行
わ
れ
、
各
ホ
ー
ル
１
打
１
打

に
一
喜
一
憂
し
、
大
変
盛
り
上

が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

成
績
発
表
後
、
賞
品
を
手
に

し
た
方
は
、
嬉
し
そ
う
に
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
で
終
了
し
、
皆

さ
ん
笑
顔
で
、
お
弁
当
や

賞
品
を
手
に
帰
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
変

更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

久
し
ぶ
り
に
来
賓
の
方
々

を
お
招
き
し
た
賑
や
か
な

大
会
と
な
り
ま
し
た
。
親

睦
を
深
め
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

様
々
な
方
と
プ
レ
ー
し
、

親
睦
を
深
め
交
流
で
き
る
貴

重
な
場
で
す
。

　

今
回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で

は
順
位
に
よ
っ
て
景
品
も
用

意
し
、
皆
さ
ん
１
日
と
て
も

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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